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S小平市における被害想定の特徴

資料2に示すとおり、今回の想定は従来の想定と比べると各項目について増加している
傾向にあり、主な特徴は次のとおりである。
（1）全壊する建物の増加

首都直下地震の震源が従来の想定より浅く想定されたことから、全壊する建物棟数が
大きく増加している。（想定の震度分布については、資料3，資料4のとおり）
(2)焼失建物棟数の増加

震源が浅くなったこと、算出する手法がクラスター方式に変更されたことから、
建物棟数が大きく増加している。

(3)死者数、負傷者数及び避難者数の増加

上記(1)､(2)の増加を要因とし、死者数、負傷者数及び避難者数が増加している。

焼失

4都の防災対策の取組状況について

（1）耐震化の推進

（2）木造住宅密集地域の整備

（3）津波対策～

（4）自助・共助の強化

都の今後の対応

平成24年4月18日被害想定の発表

i9月頃一都地域防災計画修正案の取りまとめ

11月頃東京都防災会議において地域防災計画を修正公表

※市では都地域防災計画との整合性、連携を考慮し見直しに着手する。
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､ゾ 平成24年6月18日

防災対策調査特別委員会
関，係資料1
（理事者）

東京都の新たな被害想定による小平市の被害想定の

概要について

1被害想定の見直しの要旨

東京都防災会議は、平成23年3月11日に発生した東日本大震災での経験を踏まえ、

首都直下地震など東京を襲う大規模地震に対して、より確かな備えを講じていくため、平

成18年5月に公表した被害想定の見直しを行った。、

今回の被害想定は、客観的なデータや最新の科学的知見に基づいて、可能な限り、実際

… …………L2見直しの特徴

資料1のとおり

（1）地震モデルの見直し

従来の首都直下地震の2モデル（東京湾北部地震、多摩直下地震）に加え、活断層で

発生する地震を想定した「立川断層帯地震」と大きな津波をもたらしたとされる元禄関

東地震をモデルとした「元禄型関東地震」を加えて4モデルとした。

(2)フィリピン海プレート上面の深度の見直し

被害想定における首都直下地震は､右図表の2にお

いて発生する地震を想定している。

今回の想定では、フィリピン海プレート上面の深度

が従来の想定より浅いという最新の知見が反映され

ている。

震源の深さの比較

平成18年5月公表 平成24年4月公表

深さ25～50km 深さ20～35km

(3)火災などの想定手法の改良

今回の被害想定において、各種被害の項目の算出方

法が、より高度化されている。

特に火災に関する手法は、従来の想定では、250

mを一片としたマクロ的な区域での算出であったの

に対して、今回の想定では、建物1棟1棟の構造や配

置を基に延焼状況をシミュレーションし､延焼拡大す

:鶏駕鴛乏…て焼失篠蕊を算出す

蝿榔＃，

図汲首都掴直下の地陵の錘源模式図

1池.J§造･《ぬ掘購蒲}馬よる睦謹

2プ.(yどン海プレ…§上臓に徹うプレート境.悌鍾堆濃
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図遥クラスターデータの拡大イメージ

(同じ色の範囲が同一クラスター〉
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